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先端ビームナノ科学センター
量子ビームの開発とそれらの原子核・原子・分子・プラズマとの相互作用の解明、
極限的な時空間解析法の開発や機能性物質の創製・解析への応用などを推進。

塩素置換したフタロシアニン銅薄膜結晶の円環明視野像と分子構造 反応中間体を擬似的に捕捉した酵素の活性部位構造（左）と
サブユニット間相互作用が増加している耐熱性タンパク質の分子構造（右）

高い出力安定性と稼働率を誇る
超高強度極短パルスレーザー
装置T6レーザー

高強度レーザー集光照射実験室

レーザー物質科学 理

超高強度極短パルスレーザーと物質との相互作用
の物理とその応用を研究している。超高強度レー
ザー生成プラズマからの放射線発生の物理を明ら
かにし、その解析化学への応用を開く。特に、短パ
ルスレーザー加速電子を用いた超高速電子線回
折法・偏向法の実証を目指している。また、極短パ
ルスレーザーと表面プラズマとの相互作用を解明
することにより、レーザーナノアブレーション機
構、表面のナノ周期構造自己形成、相転移などの物
理を明らかにし、レーザー極微細加工や物質改
質・創成といった新しい物質科学の可能性を探る。

TEL： 0774-38-3293　FAX： 0774-38-4509
E-mail： sinoue@laser.kuicr.kyoto-u.ac.jp

助教

特定准教授

井上 峻介
橋田 昌樹
(宇治地区インキュ
ベーション支援室）

原子分子構造 理

重要な生体構成要素で生命機能を担っているタン
パク質の立体構造を、Ｘ線結晶構造解析により原
子レベルで決定し、タンパク質分子の構造と機能・
物性の関係について構造生物学的研究を行ってい
る。主な研究テーマとして、酵素の基質認識様式お
よび触媒反応機構の解明、高温または低温の極限
環境下で生育する微生物由来タンパク質の環境適
応戦略の解明を目指している。

TEL： 0774-38-3258　FAX： 0774-38-3045
E-mail： fujii@scl.kyoto-u.ac.jp

助教 藤井 知実

粒子ビーム科学 理

電子および重イオン加速器とその関連要素技術
開発を行い、元素合成過程の解明や核物質の状
態方程式の確立に資する不安定原子核（RI）構
造の実験的研究を行う。電子蓄積リングと不安
定原子核標的を用いた電子弾性散乱実験による
RIの電荷密度分布、重イオン蓄積リングを用い
た稀少RI核構造の研究、および蓄積リングを利
用した次世代の不安定核研究に資するビームリ
サイクル技術の開発研究を進める。

TEL： 0774-38-3281　FAX： 0774-38-3289
E-mail： wakasugi.masanori.8z@kyoto-u.ac.jp

教授

准教授

助教

技術専門職員

若杉 昌德
塚田　 暁
小川原 亮※

頓宮 　拓

複合ナノ解析化学 理

高分解能透過電子顕微鏡や走査プローブ顕微鏡
を利用し、原子・分子の配列構造を原子分解能で
直接観察することにより、薄膜界面の構造や固
体表面の化学反応、さらには微粒子、ナノロッド
などの形成過程を探求している。また、非弾性散
乱電子のエネルギー測定を併用することにより
電子構造解析や元素マッピングを行い、界面・欠
陥近傍の局所構造と組成・電子状態の相関を解
明することを目指している。

TEL： 0774-38-3050　FAX： 0774-38-3055
E-mail： kurata@eels.kuicr.kyoto-u.ac.jp

教授

准教授

助教

倉田 博基
治田 充貴
根本 　隆

※新分野開拓プロジェクト
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Laboratories

元素科学国際研究センター
物質の特性・機能を決定づける特定元素の役割解明と、

有機・無機新物質創製の指針の提案。

構造有機化学（兼） 生体機能設計化学（兼）

先端無機固体化学 理

遷移金属酸化物材料を中心に、ナノスケールレベ
ルで構造制御された物質の設計・合成・評価に関
する幅広い基礎研究を行い、その中から新しい機
能性材料の探索と新物性や新機能の開発を目指
している。高圧合成、エピタキシャル薄膜作製と
いった非平衡準安定物質まで作成可能な合成手
法を駆使した物質開発と、エレクトロニクスを中
心とする応用展開の可能性にも注目して研究を
進めている。

TEL： 0774-38-3111　FAX： 0774-38-3118
E-mail： shimak@scl.kyoto-u.ac.jp

教授

准教授

助教

技術職員

特定助教

島川 祐一
菅　 大介
後藤 真人
市川 能也
AMANO PATINO,
Midori Estefani

光ナノ量子物性科学 理

光学的手法を用いたナノサイエンスの展開とそれ
に基づく新物質設計・創成を目的とし、ナノ空間
分解分光法および超高速レーザー分光法による
ナノマテリアル（半導体ナノ構造など）の量子光物
性研究を行っている。特に、一つ一つのナノ粒子
の光学物性解明、新しいナノ構造太陽電池材料に
おける光電変換現象の解明、固体の強電場非線
形光学応答の解明などを主な研究テーマとして
研究を推進している。

TEL： 0774-38-4510　FAX： 0774-38-4511
E-mail： kanemitu@scl.kyoto-u.ac.jp

教授

准教授

助教

特定助教

特定助教

特定助教

特定助教

金光 義彦
廣理 英基
田原 弘量
関口 文哉
湯本　 郷
山田 琢允
林　 　寛

有機分子変換化学 工

人類の持続的発展の為には、現行の資源大量消
費型の化学工業を革新するような新物質と新反
応の発見・開発が不可欠である。当研究領域では、
化学資源の有効利用を念頭に置きながら、（1）典
型金属および鉄に代表される3d遷移金属のよう
な普遍性の高い元素を活用した有機合成手法の
開発、（2）再生可能資源(Biorenewables)を活用
する分子変換反応の開発、（3）アミノ酸やペプチ
ドの超分子科学を基盤とした高次機能金属触媒
の開発を進めている。

TEL： 0774-38-3180　FAX： 0774-38-3186
E-mail： masaharu@scl.kyoto-u.ac.jp

教授

准教授

講師

助教

中村 正治
髙谷 　光
PINCELLA,
Francesca
磯﨑 勝弘

教授

助教

助教

大木 靖弘
脇岡 正幸
谷藤 一樹

錯体触媒変換化学 工

効率的なエネルギー貯蔵システムや革新的な物
質生産プロセスの開発は、持続可能な社会の達
成に向けて化学者の貢献が望まれる大きな課題
である。我々は、複数の金属原子が集まって働く
化合物（クラスター）を触媒や機能性マテリアル
として用いて、これらの問題にアプローチしてい
る。特に、クラスターを原子レベルで制御して合
成する新しい方法を生み出し、得られたクラス
ターを、CO2やN2の還元といった高難度反応に
応用すべく、研究を進めている。

TEL： 0774-38-3035　FAX： 0774-38-3039
E-mail： ohki@scl.kyoto-u.ac.jp
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バイオインフォマティクスセンター
計算機による生命科学知識の蓄積・獲得のための

バイオインフォマティクス（生命情報科学）の研究推進。

ゲノムネット推進室

化学研究所の計算資源である超並列計算サー
バ等による計算サービス、および様々な生命科
学情報を統合したデータベースであるゲノム
ネット(https://www.genome.jp/)、この２つを
安定提供するための管理を行っている。既存の複
数の組織を統合して平成23年度よりバイオイン
フォマティクスセンター内に設置された。

数理生物情報 情

バイオインフォマティクスおよびシステム生物学
を研究しており、「数理的原理に基づく生命情報
解析手法の開発」および「生命の数理的理解」を
キーワードに研究を行っている。具体的には、各種
生物情報ネットワークの解析、タンパク質・RNA
の高次構造解析、スケールフリーネットワーク、ア
ルゴリズム理論などの研究を行っている。

TEL： 0774-38-3015　FAX： 0774-38-3022
E-mail： takutsu@kuicr.kyoto-u.ac.jp

教授

准教授

助教

阿久津 達也
田村 武幸
森 　智弥

化学生命科学 薬理

大規模生命データを通し、分子から地球環境まで
の視点で、生命の多様性と生物機能の発現、進化機
構の解明を目指している。主要テーマは、(1)ウイル
スゲノムの機能と進化、(2)微生物群集と環境の相
互作用、(3)環境資源・ゲノム資源の医科学・産業へ
の応用をめざしたデータリソース（ゲノムネット,
https://www.genome.jp/)の開発である。

TEL： 0774-38-3270　FAX： 0774-38-3269
E-mail： ogata@kuicr.kyoto-u.ac.jp

教授

助教

助教

緒方 博之
遠藤 　寿
岡嵜 友輔

生命知識工学 薬

実験技術の進歩や大規模プロジェクトの進展によ
り生命現象に関連する大量で多様なデータが蓄
積されつつある。生命現象のメカニズムの解明を
目的に、これらデータに内在する規則やパターン
を効率的に抽出する新しい技術を、計算機科学と
統計科学を背景に創出している。さらに、新たな技
術を実際の様々なデータに適用し、低分子化合物
や遺伝子をはじめとした生体分子のネットワーク
（パスウェイ）における知識発見を行っている。

TEL： 0774-38-3023　FAX： 0774-38-3037
E-mail： mami@kuicr.kyoto-u.ac.jp

教授

講師

馬見塚 拓
NGUYEN, Hao Canh

教授（兼任）緒方 博之
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Laboratories

物質創製化学研究系

高強度な原子ビームとソフトランディング法を組み合
わせて、新奇な原子クラスター集積体を表面担持する
研究を展開し、ケイ素原子16個のケージ内に遷移金属
原子を内包した超原子M@Si16を見出しました。周期
表上の原子の個性を引き出しつつ、原子を複合化させ
ることと併せて、ナノスケールの原子集合構造体の機
能をナノ物質化学として明らかにしていきます。

客員教員
令和3年4月1日

教授 中嶋 　敦　慶應義塾大学 理工学部 教授
生体機能化学研究系

ラマン分光を用いた生物活性分子のイメージングや
標的タンパク質同定のための新しいアフィニティー
ラベリング法の開発と、それらを応用した細胞死（ネ
クローシス）制御機構の解明研究に取り組んでいま
す。また、触媒的不斉反応やフルオロアルキル化反応
の開発と、それを用いた生物活性分子の候補となる
分子群の合成も行っています。

複合基盤化学研究系

ソフトマターのレオロジー特性を、粒子追跡法や偏
光イメージングなど光学的レオメトリーを用いて調
べています。最近は、セルロースナノファイバーや
カーボンナノチューブ等の力学物性を、半屈曲性高
分子の理論と比較・検討しています。また、高分子化
イオン液体や高分子絶縁材料の伝導ダイナミクスに
ついても調べています。

元素科学国際研究センター

脱炭素社会で必要とされている次世代の蓄電池への
応用を目指して、様々な元素の組み合わせから構成さ
れた材料の探索と反応機構の解析を行っています。最
近は電池のさらなる低コストと大型化を目指し、汎用
元素から構成されたリチウムやナトリウムイオンを貯
蔵する新しい高性能・高機能インサーション材料を
日々探索しています。

環境物質化学研究系
准教授

長崎大学 大学院水産・環境科学総合研究科 准教授

近藤 能子

材料機能化学研究系
准教授

大阪大学 大学院基礎工学研究科 准教授

岸 　亮平

バイオインフォマティクスセンター
准教授

東京工業大学 情報理工学院 准教授

石田 貴士

先端ビームナノ科学センター
准教授

量子科学技術研究開発機構放射線医学研究所 研究統括

小平 　聡

教授 井上 正志　大阪大学 大学院理学研究科 高分子科学専攻 教授 教授 薮内 直明　横浜国立大学 大学院工学研究院 教授

教授 袖岡 幹子　理化学研究所 開拓研究本部 袖岡有機合成化学研究室 主任研究員

碧水舎

碧水舎（へきすいしゃ）は化学研究所90周年記念事業の一環として平成28年度に誕生。約50人収容のセミナー室と、化学研究所の歴史と業績を周知する歴史展示室を
兼備したユニークな多目的集会施設です。
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※化学遺産とは、公益社団法人日本化学会が「世界に誇る我が国の化学関連の文化遺産」として認定したものです。
※重要科学技術史資料とは、独立行政法人国立科学博物館が「科学技術の発達上重要な成果を示し、次世代に継承していく上で重要な意義を持つもの」や「国民生活、経済、社会、文化の在り方に顕著な影響を与えたもの」に該当する資料として
　登録を行っているものです。

　化学研究所の前身である化学特別研究所は1915年に設置され、京都帝国大学理科大学
教授であった久原躬弦の監督のもと「サルバルサン類の製造と研究」を開始しました。サルバ
ルサンは梅毒の特効薬として開発された合成物質による世界最初の化学療法剤です。当時の
医療では最も必要とされていましたが、第一次世界大戦のため輸入が困難になり、国内での
合成が急務となりました。サルバルサン製造予算要求の原書は、京都大学に保管されていた
久原教授の遺品より見つかりました。「久原」と書かれた封筒の中にありましたが、1915年4
月2日付けで、東京帝国大学教授鈴木梅太郎と署名されています。設備費や人件費、製造室内
の見取図など、かなり詳細な案が決まっていたことが分かります。

化研設立へと導く化学療法剤
「サルバルサン」の製造予算要求原書

　ビニロンは国内技術で初めて作られたポリビニルアル
コールを主体とする合成繊維で、櫻田一郎教授（当時京都大
学工学部、化学研究所兼任）らによって発明されました。当時
は大阪府の高槻にあった化学研究所で基礎研究が行われ、
1939年に発表されました。工業化に向けた中間試験場が
1941年に化学研究所内に設置され、1943年に連続生産す
るまでになりました。成果は戦後へ引継ぎ、1948年に産官学

の協力のもと合成一号公社の設立によって高槻の中間
試験場で工業化研究が再開します。1949年には、公社が
大日本紡績株式会社（現ユニチカ株式会社）に吸収合併
され工業生産が開始されました。ほぼ同時期に倉敷レイ
ヨン株式会社（現株式会社クラレ）も櫻田教授の協力を
得てビニロン繊維の大規模な工業生産を開始しました。
　化学研究所には、中間試験のための計画書や、紡糸
実験装置の一部が保存されています。

国産初の合成繊維
「ビニロン」に関する資料

　人造石油に関する研究と工業化は、戦前・戦中の日本での石油不足を解
消するために国策として進められました。京都帝国大学の喜多源逸研究室
では、1927年から児玉信次郎らにより、フィッシャー・トロプシュ法（FT法）
触媒の基礎的研究が開始され、手に入れやすく、安価な鉄系触媒を開発し
ました。化学研究所で中間工業試験が開始された後、北海道人造石油の留
萌（るもい）研究所で加圧式による工業試験が成功しました。その後1944
年8月に、北海道滝川市で鉄を触媒とした
本格炉での試運転が始まりましたが、まも
なく終戦を迎えます。これは戦後の石油化
学工業につながる事業であり、京大では燃
料化学科の設立、ならびに学界、産業界に
有為な人材を送り出したことにつながりま
した。化学研究所には、人造石油のサンプ
ルや触媒のほか、当時のアルバムなど様々
な資料が保管されています。

日本の石油化学工業発展に貢献
「人造石油」に関する資料

　ポリエチレンの一種である高圧法低密度ポリエチレンは、優れた高周波絶縁
性能をもち、第二次世界大戦中はレーダー製造に不可欠な材料でした。日本で
も、1943年から海軍の委託を受けて、野口研究所―日本窒素肥料、京都大学―
住友化学工業、大阪大学―三井化学工業の３グループで研究されました。1945
年1月には、日本窒素肥料水俣工場で小規模に工業化されましたが、同年５月、
空爆により設備が完全に破壊されました。戦後、京都大学で研究が再開され、
1951年から1953年に連続中間試験が行われました。その後、この研究を基礎
に、英国のICI社から導入した技術
をもとに住友化学工業株式会社が
工業化試験設備を建設し、稼働させ
ました。これは、日本での本格的な
石油化学工業開始の一つとなりま
した。化学研究所には中間試験装置
の設計図、研究ノート、研究報告書
などが保管されています。

汎用性が高い高周波絶縁材料
「高圧法ポリエチレン」に関する資料

　天然ゴムは重要な工業材料ですが、原産地は東南アジアに限定されてい
ます。そのため、第一次世界大戦中の海上封鎖によって天然ゴムの入手が
困難となったドイツで、天然ゴムに匹敵する高性能の合成ゴムの開発が始
まりました。その後、各国で多種の合成ゴムが開発されましたが、その鍵
は、合成ゴムの原材料のひとつであるブタジエンの工業的合成でした。京
都大学工学部の古川淳二名誉教授は、第二次世界大戦開始前に、この工業
的合成について画期的な「モノビニルアセチレン法」を開発していました
が、さらに、この方法で合成したブタジエンとアクリロニトリルを原材料と
してNBRと呼ばれる合成ゴムを量産する研
究に着手し、1942年には、化学研究所におい
て日産200 kgの工業化試験に成功しました。
工業化試験の設備は、その後、住友化学工業
新居浜工場に移設され、日本におけるNBR
の工業的生産の礎となりました。化学研究所
には、NBR試料が保管されています。

合成ゴムの工業化試験に成功
「モノビニルアセチレン法による合成ゴム」

第3回
2012年

化学遺産
認定

第10回
2017年

重要科学技術史
資料登録

第7回
2016年

化学遺産
認定

第9回
2018年

化学遺産
認定

第14回
2021年

重要科学技術史
資料登録

第4回
2013年

化学遺産
認定

化学研究所の原点は、1915年に京都帝国大学理科大学に設置された化学特別研究所にさかのぼります。
化学研究所は社会要請に応える化学研究を主眼として発展し、化学分野における歴史的業績を数多く残してきました。
その一部を紹介します。

化学研究所の歴史にゆかりの品
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化学研究所の理念
化学研究所は、その設立理念「化学に関する特殊事項の学理及び応用の研究」を継承しつつ、
自由と自主および調和を基礎に、化学に関する多様な根元的課題の解決に挑戦し、
京都大学の基幹組織の一つとして地球社会の調和ある共存に貢献する。

研  究

化学を物質研究の広い領域として捉
え、基礎的研究に重きを置くことにより
物質についての真理を究明するととも
に、時代の要請にも柔軟かつ積極的に
対応することにより地球社会の課題解
決に貢献する。これにより、世界的に卓
越した化学研究拠点の形成とその調和
ある発展を目指す。

教  育

卓越した総合的化学研究拠点として
の特長を活かした研究教育を実践す
ることにより、広い視野と高度の課題
解決能力をもち、地球社会の調和ある
共存に指導的寄与をなしうる人材を
育成する。

社会との関係

化学を研究、教育する独自の立場から、
日本および地域の社会との交流を深め、
広範な社会貢献に努める。また、世界の
研究拠点・研究者との積極的な交流をと
おして地球社会の課題解決に貢献する。
他方、自己点検と情報の整理・公開によ
り、社会に対する説明責任を果たす。

京都大学化学研究所　所長 辻井 敬亘
［広報委員会 概要担当編集委員]
上杉 志成（委員長）・ 髙谷 光（副委員長）
馬見塚 拓・治田 充貴
[化学研究所担当事務室]
井上 忠士・中川 秀樹・山岡 秀香・谷 亜美
[化学研究所広報室]
中野 友佳子・田村 芽里・高石 茉耶・畑 恵梨

【 発 行 者 】
【企画・編集】

C H A L L E N G E  i n  C H E M I S T R Y
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● 京阪宇治線「黄檗駅」下車、徒歩約10分（中書島→黄檗  所要時間約10分）
● ＪＲ奈良線「黄檗駅」下車、徒歩約７分（京都→黄檗  所要時間約20分）
● 車でのアクセス：京都南インターチェンジから  約20分
　　　　　　    宇治東インターチェンジから  約10分
　　　　　　    宇治西インターチェンジから  約10分

京滋
バイパス

第
二
京
阪
道
路

Webで京都大学化学研究所の最新情報を！ 
https://www.kuicr.kyoto-u.ac.jp/

〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄
Tel： 0774-38-3344　Fax： 0774-38-3014
E-mail： koho@scl.kyoto-u.ac.jp

京都大学化学研究所

名神高速道路




